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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

共著 らは,臥-2で刺激されたヘルパーT細胞が,単球性白血病細胞に樹状細胞様の分化

を誘導する可溶性因子を産生 していることを報告 し,この因子を樹状細胞分化因子 (DC

DF)と名付けているが,今回,DCDFの分離精製を試み,その性質や ヒ ト単球に与える

効果を検討 した｡完全精製はできなかったが,DCDFは分子量30-35kDa,等電点約5.0

の蛋白だった｡部分精製 されたDCDFは, ヒ ト単球や ヒ ト単球性白血病細胞株THP-1に

おいてHLA-DR抗原の発現を著明に増強 し,この効果は既知のヒ トサイ トカイソに対す

る中和抗体により中和されなかった｡またDCDFは同種T細胞増殖応答 (MLR)において,

単球のT細胞増殖刺激活性を著名に増強するとともに,投与量依存性に単球のIL-1β及び

礼-6産生を増強 した｡これらの結果は,DCDFが,単球の抗原提示能を増強する新 しいサ

イ トカイソであることを示唆 している｡

なお,本論文は共著論文であり,共著者の協力を得て完成 したものである｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

本研究は,樹状細胞分化因子 (DFDC)の部分精製を行い,その性質やヒ ト単球に与え

る効果を検討 したものであるが, これらの結果は,DFDCが,単球の抗原提示能を増強す

る新 しいサイ トカイソであることを示唆 し,重要な知見を得たものとして価値ある業績で
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あると認める｡

よって,本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
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